
瀬戸市歴史文化基本構想（案）へのご意見募集 

（パブリックコメント）の実施結果 

 

１ 意見募集期間 平成28年12月1日(木)から12月28日(水)まで 

 

２ 意見提出者数 4人 

 

３ 意見件数   5件 

 

４ 意見件数の内訳 

（1）意見を踏まえて、案の修正を検討するもの   0件 

（2）今後の事業実施の参考とするもの    4件（№1～4） 

（3）意見の趣旨や内容について、考え方を盛り込み済であるもの 1件（№5） 

（4）その他（本案に対する意見でないもの等）   0件 

 

５ 意見の概要及び市の考え方 

（2）今後の事業実施の参考とするもの 

番号 意見の概要 市の考え方 

１ Ⅰ.瀬戸の歴史文化について 

観光資源としての歴史文化の活用は、外部向けの情報発

信を考える前に住んでいる市民自身が「瀬戸の文化」を

実感 誇りにもとう!! 

①基本となる基礎知識 情報の共有化 

②窯業を支えてきた技術 努力の歴史を具体的に見せる 

③贔屓の引き倒しを前向きのパワーに 

④真の魅力を正しく伝えるエキスパートに期待 

Ⅱ.思い付き 

〇市民参加による登り窯の実演会（イベント）  

〇せと検定・やきもの検定は内容・方法で盛り立てる 

Ⅲ.その他 

〇「ようきてちょうた」情報誌（市民レベルの情報誌） 

〇瀬戸のひな巡り 企画・案内方法に総合力を 

〇職人文化のまち 

〇本物の「まるっとミュージアム」を目指す 

第６章「歴史文化を活かし

た今後の展開」においてシ

ビックプライドの醸成をあ

げており、市民自身が「瀬

戸の文化」に誇りを持つこ

とが重要としています。い

ただいたご意見は、今後の

事業実施の参考とさせてい

ただきます。 

２ 上品野町に存在する菩提寺の記載が他の物と比べ少な

いと思います。当市の数有る寺の中でも最も古い寺で

す。この文化財をどのように内外に周知させるかをみ

んなで考えアピールをしていくか。東海自然歩道とリ

ンクさせ赤津のパーキングを利用し、凧山椿園をスタ

ートして雲興寺、岩屋堂、岩巣山から上品野菩提寺か

ら上半田川養鱒場そして沓掛経由定光寺のルートを自

然と文化財めぐりコースとして作り上げたらどうでし

ご提案いただいた菩提寺の

歴史的価値に注目したご意

見を、今後の事業実施の参

考とさせていただきます。 



ょうか。サイクリングのレンタル拠点をコース出発

点・終着点の双方に設置する。出来ればその周辺の遺

跡も紹介しパンフレットも専門的に作られたらどうで

しょうか。 

３ 今後の事業展開において、性別や国籍を始め、いずれ

の属性にもとらわれない事業の姿、社会的に弱い立場

にある方々の参加に配慮した事業の姿等、多様な生き

方を認め合う事業の姿を示し続け、すべての市民の参

加を視野に入れた事業展開が出来ればと思います。 

現在の瀬戸市に暮らす一人でも多く人々の力を借りる

ことで、過去の瀬戸で暮らした一人でも多くの人々と

関わるための「手がかり」を見つけられるのではない

でしょうか。 

瀬戸市教育大綱で示された、「誰もが参加出来る交流や

体験の機会を創出」する努力の姿勢を示し続けること

で、本構想の多くの市民の理解に繋げられたらと思っ

ています。 

基本理念において市民の主

体的参加を打ち出していま

す。誰もが参加できる事業

実施に向けて、いただいた

ご意見を参考とさせていた

だきます。 

４ 地域における歴史・文化はそれを育む自然ときっては

きれない関係にあり、その三者を結びつけるとともに、

そこに生活する人たちが自分たちの地域（故郷）に対

する理解を深め、情報を外部に発信することにより、

持続可能な地域のありかたを模索していく。 

地域コミュニティという発想と地域の中で歴史・文

化・自然を記録し情報発信するボランティア組織を育

成する。 

水野地区を例にすると、地域の情報を管理し発信する

ボランティア組織＝水野の里探検隊（仮称）を組織し

地域にある歴史遺産と自然史遺産を探検マップ（仮称）

を通して紹介し、併せて地域にある集客施設（喫茶店、

レストラン、コンビニなど）を利用してもらう。 

第２章「瀬戸市の歴史文化

の特性」において７地区の

地区区分を示し、その特徴

を整理しています。 

いただいたご意見は、今後

の事業実施の参考とさせて

いただきます。 

 

（3）意見の趣旨や内容について、考え方を盛り込み済であるもの 

番号 意見の概要 市の考え方 

５ 瀬戸の歴史・観光については、おもてなしボランティア

等に参加して断片的に接する機会がありましたが、もう

一つ足りない何かを感じて来ました。今回の基本構想の

策定を見て、背景・目的・特性等総合的に検討されてお

り、さすが瀬戸文化と賞賛申し上げ、官民一丸となり真

剣に取り組む事がさらに歴史を刻む事につながると期待

します。 

第５章「歴史文化基本構想

の実現に向けての推進体

制」に示しているように、

様々な主体と行政が連携し

た取り組みを進めていきま

す。 

 


